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令
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四
年
十
一
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
紙
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す（
一
部
を
除
く
）　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

か
な
才
能
の
育
成
と
国
際

交
流
を
深
め
る
こ
と
な
ど

を
目
的
と
す
る
高
校
生
国
際
美
術

展
。
７
月
８
日
に
審
査
結
果
が
発

表
さ
れ
、
応
募
点
数
１
２
８
５
点

の
美
術
の
部
か
ら
、
絵
の
迫
力
と

全
体
か
ら
み
な
ぎ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
強
さ
が
評
価
さ
れ
、
世
界
芸
術

文
化
振
興
協
会
会
長
賞
を
受
賞
し

た
の
が
、
浦
和
学
院
高
校
２
年
生

の
保
坂
朱
李
さ
ん
（
17
歳
・
塚
越

５
丁
目
）
で
す
。

　

デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
母
の
影
響

で
、
幼
少
期
か
ら
絵
に
触
れ
る
機

会
が
多
か
っ
た
保
坂
さ
ん
。
自
分

の
思
い
を
言
葉
以
上
に
表
現
で
き

る
絵
画
の
魅
力
に
ひ
か
れ
て
い
き

ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
テ
レ
ビ
で

広
報
紙
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す（
一
部
を
除
く
）　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
第23回高校生国際美術展　入賞

保
ほ

坂
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李
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１枚の絵に思いを込めて

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
特
集
を
視
聴
。

多
分
野
で
作
品
を
世
に
残
す
多
才

さ
と
芸
術
性
に
感
動
し
、
創
作
へ

の
意
欲
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
高

校
は
ア
ー
ト
コ
ー
ス
の
あ
る
同
校

へ
。
授
業
に
美
術
部
の
活
動
と
美

術
漬
け
の
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
作
「
生
き
る
モ
ノ

た
ち
へ
」
は
、
保
坂
さ
ん
に
と
っ

て
初
め
て
の
油
絵
で
の
作
品
で
し

た
。
巨
大
な
海
洋
生
物
た
ち
の
中

心
に
自
分
を
置
き
、
自
身
を
取
り

巻
く
環
境
や
心
情
を
イ
メ
ー
ジ
。

始
め
は
上
手
に
描
こ
う
と
繊
細
さ

を
意
識
し
て
い
ま
し
た
が
、
や
が

て
豪
快
に
厚
く
塗
り
、
生
物
に
命

を
吹
き
込
も
う
と
方
向
転
換
し
、

内
か
ら
あ
ふ
れ
る
創
造
力
で
力
強

く
描
き
切
り
ま
し
た
。
８
月
３
日

に
は
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン

東
京
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
作
品

は
10
日
か
ら
21
日
ま
で
国
立
新
美

術
館
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
気
持
ち
新
た
に
次
回
作

を
制
作
中
。
学
校
で
知
識
を
学
び

つ
つ
、
持
ち
味
の
自
由
な
発
想
力

と
独
自
の
表
現
力
で
、
よ
り
良
い

作
品
に
し
た
い
と
意
気
込
み
ま
す
。

「
今
回
の
受
賞
を
自
信
に
し
て
、

い
つ
か
は
世
の
中
に
残
る
作
品
を

作
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
保
坂

さ
ん
。
心
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
夢
へ

の
物
語
も
描
き
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
も
挑
戦
は
続
い
て
い
き
ま
す
。

輝

いて
ます

油絵での２作目に取り組む保坂さん ▲受賞作品

Kawanabeyosa
i

　

猩し
ょ
う

々じ
ょ
う

は
中
国
を
発
祥
と
す
る

空
想
上
の
霊れ

い

獣じ
ゅ
う

で
す
。
日
本
で

は
能「
猩
々
」に
登
場
す
る
猩
々

が
赤あ

か

頭が
し
ら

で
大
酒
呑の

み
で
あ
る
こ

と
か
ら
、猩
々
は
赤
色
、酒
豪
な

ど
を
象
徴
す
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
暁
斎
は
自
身
が
酒
好
き

で
能
狂
言
に
精
通
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
猩
々
を
描
い
た
作

品
が
多
く
、「
猩
々
」の
画
号
を
用

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
本

図
の
猩
々
た
ち
は
能の

う

装し
ょ
う

束ぞ
く

姿
で

大
き
な
酒
壺
を
囲
み
、
酒
宴
も

た
け
な
わ
の
よ
う
で
す
。
鶴
の

背
に
乗
り
駆
け
つ
け
た
も
の
、

そ
れ
を
笑
顔
で
迎
え
る
も
の
な

ど
、吉き

っ

祥し
ょ
う

に
満
ち
た
作
品
で
す
。

河
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鍋
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天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
に生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

─No.78─

暁斎筆「猩々の宴」
紙本墨画淡彩　軸装

本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

天才絵師の作品

蕨にあり

豊

開　館＝午前10時～午後４時

休　館＝火・木曜日（祝日除く）、
　　　　毎月26日～末日、年末年始

ところ＝南町４‐36‐４

入館料＝一般600円　高校生・大学生500円
　　　　小・中学生300円　65歳以上500円
　　　　※ 65歳以上は年齢の分かる物、学生は学生

証のご提示を

詳　細＝同館（緯441･9780）

展覧会の詳しい内
容は美術館のホー
ムページを御覧く
ださい

河鍋暁斎記念美術館　開催中
企画展「逢魔が時―暁斎が描いた妖怪変化―」展
同時開催　特別展「『暁斎百鬼画談』の世界」展


